
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  前号に引き続き，生徒のみなさんの感想をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私は震災に対して理解不足でした。私は何度も女川や南三陸に行き，根から折られた交番や家があ

ったと見られる空き地を見てきました。何より電柱や壁に津波のあとが残っていることが驚きまし

た。私がその場に立つと頭の上を遙かに超えていました。それでもまだ「ふーん」くらいで津波から

奪われていく命の重さを聞き流していたと思いました。理由は，山の人だから海の怖さを知らなかっ

たからだと思います。逆に，海の人は山の怖さをしらないと思うので，お互いの自然震災を理解する

必要があると考えました。私は他にも「伊達の黒船太鼓」を聞いて，古タイヤとビニールテープでし

か出せない低い音から，軍がせまってくるようで雄勝中生の強さとたくましさが曲から生み出されて

いると思いました。それこそ「たくましく生きよ」の「たくましく」が当てはまっていると思います。 

そして，最後に「今があるのは，全国の皆さんのおかげで生きているのです」という言葉についてで

す。私は全国の支援してくださった方々と交流をしたり，感謝し，その恩を忘れないことが一番の恩

返しだと思いました。                       ４組 Ｈ，Ｓ 
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 僕が校長先生の講演を聴いて，感じたことは，津波などの災害にあったとき，経験したことがなか

ったと思うので対応がとても大変だったと思います。津波で家族を亡くした人は，とても悲しい思い

をしたのに前に進もうと思えるのは，とてもすごいと思いました。母親が行方不明になっても決して

亡くなったと思わないで生活しているという話があったけど，家族が１人でもいなくなると，心が折

れそうになったと思いました。津波は雄勝中学校の屋上まで来るというのはとてもびっくりしまし

た。津波によって、たくさんの人が亡くなったけど，雄勝中学校の生徒は震災から８日後の１９時６

分に全員無事が確認されたのは，本当に奇跡だと思いました。もし，僕が親しい人を失ったら，前に

進まずずっと悲しんでいると思いました。しかし，雄勝中学校の生徒はひるまず，前に進んでいこう

としていたので，すごいと思いました。仲間の支えがあったから乗り越えて行けたのだと思います。 

                                ５組 Ｙ，Ｉ 

 雄勝中の人たちは，被災しても希望を失わずに雄勝復興和太鼓をれんしゅうして，ドイツや東京駅

東京ドームなどで披露していることがすごいと思った。特にドイツでの演奏会がすごいと思った。そ

こに西島さんという人が出てきて，雄勝中のひとたちに勇気を与えたのだと考えた。雄勝中の人たち

が救われたのは，西島さん、校長先生、雄勝中の仲間、雄勝の地域の人、世界中の人々だと思った。

私は雄勝中の日本一の修学旅行がうらやましかった。まず５泊６日することがすごいし，東京、京都

に行ってそれを無料ということがすごいと思った。その修学旅行は，雄勝中の人にとって，思い出に

残っていると思う。被災しても希望をもって進んでいくことで「たくましく生きよ」を大事にしてい

きたい                               ５組 Ｍ，Ｉ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月５日（月）に初の生徒会役員選挙を行いました。今回，集会形式ではなく，ビデオを利用して 

各教室で行いました。それぞれの候補者の顔を見ながら公約など，候補者の考えをきちんと聞くことが 

できました。立候補した６名の生徒と，応援演説を担当した生徒も緊張しながらも自分の考えを伝えること

ができていました。選挙管理委員さんがきちんと説明し，無事に投票まで終える事ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 震災が起こったとき，私は震源の近くにはいなかったし，すぐに福島の祖父母の家に避難したので，

津波のおそろしさは知りませんでした。でも，校長先生の話を聞いてとても高い津波がきたこと，そ

れでたくさんの人が亡くなったことを知りました。特に心に残っているのは，高校受験に合格したけ

ど，まわりで祝ってくれる人がいない男の子の話です。きっとその方は，自分だけ生き残った罪悪感

がすごくあったと思います。でも，その感情に負けず，亡くなったご家族もずっと見守ってくれてい

ると思って，がんばってほしいなと思いました。和太鼓を披露している映像では，大切なものを失っ

たようには思えない，堂々とした表情で演奏していて本当にすごいなと思いました。自分が雄勝中の

生徒だったら，絶対に立ち直れなかったからです。でも雄勝中の生徒も最初は私と同じ思いだったと

思います。そんな中、雄勝中を変えた校長先生の「生徒たちのために何でもやろう」という前向きな

考えは，雄勝中全員の生徒の心を救ったと思います。          １組 Ｒ，Ｉ 

 私が先日，講演を聴いて心に残ったことは，津波で母親が亡くなってしまっても涙を流さないで部

活動，勉強を頑張っていた中学１年生の女の子の事です。校長先生のお話を聴いているとき，もし自

分がこんな被害にあったら部活動とか勉強を頑張るなんて絶対に出来ないし学校に行くことすら出

来ないと思います。だからこの女の子は，とても強い子なのだなとすごい子なんだなと思いました。

私は講演を聴いているときは，ずっと胸が苦しかったけど，特に苦しかったのは道路のわきに亡くな

ってしまった小学生のランドセルがおかれていたという話です。住む所が少しでも遠ければ３月１２

日も元気に小学校に通ってただろうにと考えると，すごく悲しくなりました。 １組 Ｈ，Ｓ 
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